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原文の「3．Sampling茸lterとしての比

較」において第1表に示した各式の操作

を重みをつけたSamplingとして示した。

このさいもとの函数を

要（△9（・）＋a△9（研）†＆△騨）＋・う

で表わLたときの＄amphng且1terとし

ての特性曲線を，

　、＋2Σ蔓c。S2評

　　　∫C。　　オ
どして計算したが，この問題においては

　f＋越c。S2評
　　　づCo　　　λ

とするのが適当であつた。

　したがつて，原文の第1図に示Lた

Sampling　Hlterとして表わした各計算公

式を本：文の第1図ゐように，また原文の第

2図～第7図に示した特性曲線を本：文の

第2図ん第7図のようにそれぞれ訂正し

ていた黛きたい。

　しかし結論については変更の必要はな

いと考えられる。
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　第2図　F2（α＝0，β篇1）の特性曲線
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　第3図F2（α＝1，β＝3）の特性曲線

500　ノ・ρ・％

∠0

05

0
02∫　　05

　　　　　　　　　　　　間
／0　　（ハP）　　　510　　／00

　　第4図F4の縛性曲線
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F9の特性曲線
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F19の特’性曲線
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